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お
米
、
米
加
工
品
は
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
に
よ
り
、
取
引
等
の
記
録
を
作

成
・
保
存
す
る
こ
と
で
、
問
題
が
発
生
し

た
場
合
、
流
通
ル
ー
ト
を
速
や
か
に
特
定

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
な
ど
で
米
飯
を
提
供

す
る
場
合
は
、
一
般
消
費
者
に
米
飯
の
産

地
を
伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
な
ど
で
の
米
飯
の

産
地
情
報
の
伝
達
方
法
に
は
、「
店
内
に
産

地
情
報
を
掲
示
」、「
メ
ニ
ュ
ー
に
産
地
情

報
を
記
載
」
等
が
あ
り
ま
す
。
産
地
が
国

内
の
場
合
に
は「
国
内
産
」や「
国
産
」と
、

産
地
が
外
国
の
場
合
は
、
そ
の
国
名
（
ア

メ
リ
カ
産
米
な
ら
「
ア
メ
リ
カ
産
」、
国
名

を
省
略
し
州
名
等
の
み
で
の
記
載
は
不
可
）

で
記
載
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産
地
が
国
内

の
場
合
に
は
都
道
府
県
名
等
の
一
般
的
に

知
ら
れ
た
地
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
産
地

が
複
数
あ
る
場
合
は
、
使
用
し
た
重
量
順

に
産
地
を
記
載
し
伝
達
し
ま
す
。

　
消
費
者
の
皆
様
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
米
飯
を
ご
注
文
の
際
は
産
地
情
報
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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11
月
１
日
、
糸
満
市
の
南
部
家
畜
市
場

で
、
第
51
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
共
進
会
は
、
県
内
の
家
畜
改
良
増
殖

を
促
進
し
、
畜
産
農
家
が
相
互
に
研
鑽
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
共
進
会
に
は
、
黒
毛
和
牛
と
乳

牛
合
わ
せ
て
61
頭
が
出
品
さ
れ
、
各
部
門

に
お
け
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
の
農

林
水
産
大
臣
賞
に
は
、
肉
用
牛
の
母
牛
と

娘
牛
を
出
品
す
る
高
等
登
録
群
部
門
で
優

秀
賞
１
席
と
な
っ
た
前
門
真
秀
氏
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
乳
搾
り
体
験

や
獣
医
師
体
験
と
い
っ
た
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
に
畜
産

の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
自
慢
の
牛
が
一
堂
に
！

第
51
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
開
催

外
食
店
で
提
供
さ
れ
る
米
飯
の

「
産
地
情
報
」に
つ
い
て

「国産」表示

「アメリカ産、国内産」

【米トレサ法】外食店向けパンフレットの表示例

審査に向け
牛を磨きあげる

畜産農家

沖縄総合事務局長　
開会祝辞

農林水産大臣賞の前門真秀さん
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部門 １席受賞（乳用牛）
若雌第１類

若雌第２類

成雌第１類

成雌第２類

団  体  賞

登川　文雄

伊敷　哲也

浦崎　徹也

具志堅　忍
八重瀬町

沖縄市

糸満市

八重瀬町

南城市

部門 １席受賞（肉用牛・肉牛）
若雌第１類

若雌第２類

高等登録群

肉　　 牛

団  体  賞

玉城　大樹

山城　義光

前門　真秀

石川　　豊
糸満市・沖縄市

読谷村

糸満市

糸満市

うるま市

　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
、
こ
れ
ま
で
有
機
農
産

物
、
有
機
加
工
食
品
、
有
機
飼
料
及
び
有

機
畜
産
物
の
４
品
目
に
そ
れ
ぞ
れ
規
格
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
12

月
に
新
た
に
有
機
藻
類
の
規
格
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
全
国
で
初
め
て
も
ず

く
、
あ
お
さ
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得

し
た
、｢

も
ず
く
有
機
の
会｣

、｢

あ
お
さ
有
機

の
会｣

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
有
機

加
工
食
品
を
製
造
し
て
い
る
農
業
生
産
法

人
株
式
会
社
島
酒
家
の
石
黒
代
表
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆ 

島
酒
家
に
つ
い
て

　
島
酒
家
は
平
成
16
年
に
泡
盛
の
問
屋
と

し
て
創
業
し
、
現
在
は
主
に
沖
縄
産
の
有

機
原
材
料
を
使
用
し
た
、
島
唐
辛
子
、
島

こ
し
ょ
う
、
も
ず
く
、
あ
お
さ
、
生
姜
あ

め
な
ど
の
有
機
加
工
食
品
を
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

◆ 「
有
機
も
ず
く
」
に
つ
い
て

　
南
城
市
の
奥
武
島
で
生
産
さ
れ
る
も
ず

く
が
、
自
然
を
生
か
し
た
方
法
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
生
産
者
４
名

と
当
社
で
構
成
す
る
「
も
ず
く
有
機
の
会
」

に
お
い
て
、
令
和
４
年
12
月
に
有
機
も
ず

く
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
有
機
も
ず

く
は
、
生
産
者
で
も
あ
る
嶺
井
氏
が
代
表

を
務
め
る
有
限
会
社
マ
ル
ミ
ネ
産
業
で
塩

蔵
、乾
燥
、パ
ッ
ク
詰
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
「
有
機
も
ず
く
商
品
」

は
、
当
社
が
最
終
確
認
を
行
い
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
添
付
し
販
売
し
て

い
ま
す
。

◆ 

今
後
の
取
組

　
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
品
目
に
着
目

し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
付
加

価
値
を
高
め
た
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
で

生
産
者
に
還
元
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
福
連
携
に
よ
り
地
元
の
雇

用
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

   

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
も
、
食
の
安

全
・
安
心
に
関
わ
る
取
組
や
食
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
引
き
続
き
消
費
者
の
皆
様

に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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沖縄で有機藻類の認証を
取得した島酒家

石
黒
代
表
の
お
話

石黒代表・嶺井代表

有機もずく収穫

有機あおさ収穫状況

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部

17


